










種々の精神障害の発病には社会的環境要因が関係しているが,女性の場合,病前の大きな社

会的事象の第 1位は出産である。家族療法的にいえば,出産とは 

1)新しいメンバーを迎え家族内の人間関係の病理が現われる 

2)自分の役割が変化する 

という二重の意味があり,大多数の女性は出産を通してより成熟した人格へと前進するが,

一部の者は退行し精神障害が発現する。 

既報の如く,我々は,産後6ヵ月以内に精神障害を発病した自験例31例の疾病分類学的位置

づけを行い,診断的に多種の混合であることを指摘した(表 1)。この症例の中で,とくに心

理的要因が発症因子として濃厚な症例を選びだした所 10 例がえられた。これらの症例では

,とくに,依存性性格,未熟性性格がもっとも多いことが注目された(表 2)。 


